


























































































































































































































































































































































































年)、 東京大学比較文字・文化研究会、46-47頁で詳 しく論 じた。
Hcnry Ladd,rJ7`Иσ′οガα″νο′α′り げA″らA″A″α夕sおィR“Sだ″'s Es′ル Jε,
Ncw York,Ray Long&Richard R Smith,Inc,1932,pp 206,381
Samucl Taylor Colcridgc,“Biographia Litcraria'',r/tι c。″ノαι TI′ο″おィS■
Cο′″Jどga,cditcd by W G T Shcdd.New York,Harpcr&Brothers,1864
(RcpЮduccd by Rinscn Book Co,1989),vo1 3,p381(桂田利吉訳『文学
評伝』、法政大学出版局、1976年、213頁。)
Colcridgc,S力α々`ジ` α″`α

























(9)John MilЮn,“Paradise Lost',「/2ι″ο″おげJИ′ο″,cditcd by Frank Alにn
Pattcrson,Nc、v York,Columbia Univcrsity Prcss,1931,p 63
(10)その意味で、「観照的想像力」(および、その性質を分け持つまでにいた
る「空想」)とは、ラスキンとケンプリッジで同期であつた哲学者ジョン・
グロー トの表現を借 りるならば、「 自己一貫性を保持 している、われわれ
が経験 と呼ぶところの生き生 きとした、広大な想像力」である。John Grote,
3ノο″´′Jο P/1〃οs響カプσ4,Part 2,Camb五dgc,1865,P169グロー トの議論に基
づきつつ、ラスキンの想像力の認識 としての側面を考察 した論考 として













Hidcki Kuwttima,“Acsthcics of Gcology in νο′ι/PI Paル′ιr.s:Ruskin rcading
thc MountJn Landscapcs",『第3回東方美學會國際學術大會報告書』、韓國
藝術綜合學校美術理論科、2004年、105-126頁を挙げておく。
(13)1870年以降の美術講義に基づく著作では、この二派の区別は細分化さ
れ、所属する画家も変化することとなるが、それに関する考察は別稿に譲
りたい。また、『モダン・ベインターズ』を中心とする前半期の美術論に
おける、ヴエロネーゼやテイツイアーノらに対するラスキンの評価の変遷
に関しては、谷田博幸『唯美主義とジヤパニズム』、名古屋大学出版会、
2004年、199‐206頁に的確な記述がある。
(14)「彩色の技術的能力の一切は、眼の無邪気さとでも呼べるものをわれわ
れが取 り戻すことにかかつている。言い換えれば、平板な着色を、その意
味するものを意識しないで、たたそれだけのものとしてとる、一種の子
供つばい知覚の無邪気さである一一盲目の人が突然視覚を与えられて、そ
れらを見るようなものである。」(15:27)
本稿は、文芸学研究会第 17回研究発表会 (2003年12月23日、大阪大学)にお
ける口頭発表の一部に基づく。
